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横浜でのプロジェクト

生活保護受給者のエンパワメント事業

スモールビジネス支援＋シェアハウス

大学と連携した拠点運営事業

地域資源を活用した旅行者向け宿泊事業

bluff terrace

YHV HANARE



地域の使われていない資源（空部屋）をつなぎ合わせ、かつ地域の食堂や銭
湯などを含めて地域全体で一つの宿泊施設を構築。新しい事業をつくり、地
域コミュニティの活性化を図る。また、事業を通して地域に定住する人達の住
まいの提供も行っている。 
宿事業でまちづくりを行なった先駆的事例として脚光を浴びている。

【地域資源を活用した宿泊事業】

地域全体をひとつの宿に

旅行者が利用

新しい人の

流れができる

地域の環境や

イメージが変わる

地域エコノミーの

コアができる

地域内外を繋ぐ新しい

コミュニティが生まれる

地域内雇用が生まれる

yokohama hostel village
the no1 long-established hostel in yokohama

DATA 
創業　　　　　2005年 
部屋数　　　　60部屋 
年間利用者数　延べ１万人／泊 
国内外比　　　６０：４０ 

フロント 客室棟１

客室棟２客室棟３

-  地域の空き部屋を集めて、一つの宿泊施設をつくりだす  -



横浜駅仮囲いにて紹介（２０１６年３月－５月）

事業への評価、反響

他にも建築雑誌、建築文化など建築関係雑誌以外に
も新聞、テレビ、ラジオなどからも取材を受ける。 
国内のみならず海外からも視察を受け入れている。 
また、国内外で基調講演、特別講演なども年数回招
聘されていたり、横浜文化奨励賞の受賞や地域活性
化伝道師に任命されている。

JR横浜駅で人通りの多い西口部分の駅ビル新築工事
仮囲いに2016年3月から5月までの3ヶ月間、ヨコハ
マホステルヴィレッジで毎月行われているイベント
が紹介された。

TOKYO GUESTHOUSEやるるぶに掲載
ゲストハウス専門誌に掲載。建築やまちづくりなど
の専門誌では比較的容易に掲載される機会があるが、
一般誌に掲載されることで寿地区へのネガティブな
イメージが低減されていることが伺える。 
この他にもるるぶなどの旅行専門誌にも掲載。

専門誌や講演、受賞も



学生が街に入り込む

新しい地域イメージをつくる

kadobeya 大学と連携した拠点運営事業

to make the flow of students 

to create new city image

住人の気持ちを前向きに
to make positive mind

since 2010
【実践知を行うフィールドとして寿町を活用】

-  大学の外に社会を実体験する大学をつくる  -

学生 地域の
おじさん

若者との交流でやる気や意欲を高める
出番づくり、やり甲斐

地域に関わり、実体験を通して社会の
問題に向き合い、気付きを得る。

地域の
おじさん

学生

レンタルスペースとして地域に貸出大学の授業フィールドとして使用

レンタル料で運営資金を捻出
現在、慶應義塾、立教、横浜国立大学、
駒澤大学のゼミが参加

＋

社会問題の多いこの地域を学生達の学びの場と
捉えて、実体験を通した学びの場を構築する。 
学生達が地域へ関わることで地域に新しい風を
入れ込む。 



より良い住環境を提供

社会復帰へのステップとして

HANARE PROJECT

to provide better environment

to support for rehabilitation

前向きな気持ちを促進する環境づくり 
＋ 

生活保護費など社会コストの削減 
を組み合わせた居住環境プロジェクト

社会コストの縮減
to reduce social cost

since 2011

【社会的弱者の環境サポート＋社会コストの削減】

利益　→　配当へ

利益のとれる分野では、

→　税金投与の抑制

税金投与の抑制

○○％を
プロジェクト
に還元

利益のとれない分野のために、新しい仕組みを創る必要があるのでは。

プロジェクト

プロジェクトにより 
税金投与額が縮減

税金の縮減額の一部をプロジェクトへ利益として回す。

3倍以上の面積とク
リエイターによるデ
ザインされた住環境

空き家を活用する
ことで、家賃コス
トは40%縮減

アルバイトなど出来る
範囲での就労活動。

100%生活保護費の 
生活から半福祉半就
労の生活へステップ
アップ

無理なく生活保護
費を縮減していく

三畳一間の 
極小空間

正の経済促進効果

benefit →　配当へ

通常の企業経済体系

出資

商品開発・生産
営業・販売 利益獲得

出資者

出資者

配当
商品・サービス
の提供

通常の企業経済体系

出資

商品開発・生産
営業・販売 利益獲得

出資者

出資者

配当
商品・サービス
の提供

利益のとれる分野では、

負の経済抑制効果

reduction of social cost
→　債権返済＋利息へ

居住環境
地域に点在する空き家を活用し、
閉鎖しない面的に展開する環境
を創る。

社会包摂的な環境を構築しなが
らメンタルサポートを行い生活
改善や就労へと繋げていく。

それぞれにあった「仕事」の場
をつくり就労意欲を取り戻す。

生活環境 就労環境



社会コストの縮減

居住環境 生活環境 就労環境

7万円の家賃

引越改装

探す 暮らす
連携可能な環境づくり

5㎡の居室

15 ㎡の居室

一月 3万円の住宅扶助をセーブ

年間 36 万円をセーブ

ex 55 歳の住民が 70 歳まで暮らす場合

36 万×15 年 ＝ 540 万円セーブ
4万円の家賃

クリエイター達への仕事の提供
使われずにいた街の資源を活用

経済活動への参画

手つかずの物件を安価に借りる。
（空き家活用）

クリエイターに改装を依頼し、
快適な空間をデザイン

（クリエイターの仕事づくり）

居住環境の改善
住宅扶助の削減

生活のリズムを創る
→健康促進
医療費削減

やり甲斐・
生き甲斐づくり
住宅扶助の削減

前向きな気持ちを促進する環境を提供

①

② ③

④

助成：アーツコミッション・ヨコハマ   
                 ( 都市文化創造支援助成 )



YHV  HANARE



YHV  HANARE2 since 2012

寿地区の生活保護受給者のエンパワメントを目的とした居住環境改善事業。 
ソーシャルインパクトボンドなどを目指し、社会コストの縮減と、利用者の生活環境改善を目的とした事業。

→外からの流れづくりと地域内の問題解決の両側面を民間で行っている。



シェアハウス 
＋ 

シェアカフェ

BLUFF TERRACE since 2016

築55年の空きアパートを改装。 
スモールビジネスを始めようとする人達にチャレンジ
の場としてシェアカフェを提供。地域の空き家活用の
担い手となる人達を増やしていくことを狙う。シェア
ハウスと組み合わせることで持続性を担保

空き家の利活用

シェアハウス

シェアカフェを

含めた運営基盤づくり

シェアカフェ

空き家活用の
担い手づくり

地域の繋がりづくり

曜日単位でカフェスペースの貸出しを行う。 
時間は9時から17時。それ以外の時間帯はシェアハウスの住
民がリビングとして利用。



居室
工事中

１F

住所：神奈川県横浜市南区唐沢１３番地　旧花枝荘
建物名：　ブラフテラス
山手地区の傍にある閑静な住宅街のレトロな木造アパートを一部屋ずつデザイナー
に依頼し改装しました。
一階はカフェスペースとなっていて、営業時間街は共有スペースとして使えます。
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事務室

若手建築家やクリエイターに各部屋の改装を依頼。 
コトラボが建物全体のコーディネートと運営を行う。



面積：147.07㎡ 
室数：５部屋＋カフェスペース



2013年
服屋さん

2013年
住居

2014年
雑貨屋

2013年
事務所

2013年
住居

2013年
ワインバー

2016年
自転車屋さん

2015年
修理屋さん

2016年
着物屋さん

2015年
雑貨屋さん

2016年
グラス作家さん

2014年
住居

2013年
ラーメン屋さん

2015年
雑貨屋さん

2014年
住居www.mitsuhamaru.com

三津浜地区に地域情報スペースを運営しつ
つ、地域のニーズを模索、空き家バンクを
つくり移住者の受け入れを行う。 
松山市より地域活性化事業を2012年度よ
り受託。松山支店を設置し、常勤スタッフ
を置き事業を行っている。

愛媛県松山市三津浜地区におけるにぎわい創出事業

→ 2013年より３年間で２７件の移住者

地域プロモーションツールとして封筒型マップを
制作。地域の企業に使用してもらう。

地域の歴史を紹介する案内看板。地域内の１５
箇所に作成・設置

町家バンク実績



旧濱田医院は大正時代に建てられたレトロな洋館。
空き家となり朽ち果てていたところを2016年に再生
させお店をオープン。 
年々増えていく空き家問題に対し、地域の資源として
扱うことで地域活動に資金源を作り出し、持続的な
まちづくり活動の原動力へと変える取り組み。 
2017年　松山市松山市街並み景観賞を受賞

地域の空き家活用事業

http://mitsu-hamada.com



マッチング

一部貸したい 店舗をやりたい
移住したい

整備資金

整備完了後
次の古民家整備へ

空き家問題はもはや個人の問題ではなく地域の問
題となっている。地域で空き家を管理・運営してい
くコミュニティアセット化を検討。地域のメンバー
が出資し改修、完成後サブリース事業を行い出資金
を返還。その後の利益をまちづくり事業の資金源
へ充てていく。

コミュニティアセット化計画

個人の問題

地域の問題

空き家問題 ↓

地域コミュニティによって所有、管理される

土地や建物のことであり、地域を良くする活

用を通して利益を生み出す資産のこと。

コミュニティアセットとは




